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本書はウェルキャブ 助手席リフトアップシート車の装備について記載していま
す。

車両全体の取り扱い方法や注意事項などは、必ず別冊の標準車取扱書をお読みく
ださい。

ただし、ウェルキャブ装備により、お車と標準車取扱書の仕様や機能が一致しな
い場合がありますのでご了承ください。
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本書の見方

お守りいただかないと、お客様自身と周囲の人々が死亡、ま
たは重大な傷害につながるおそれがあることを説明していま
す。
お守りいただかないと、車や装備品の故障や破損につながる
おそれがあることを説明しています。
操作・作業の手順を示しています。番号の順に従ってくださ
い。

押す・まわすなど、していただ
きたい操作を示しています。
フタが開くなど、操作後の作動
を示しています。

説明の対象となるもの・場所を
示しています。
“ してはいけません ”“ この
ようにしないでください”“こ
のようなことを起こさないでく
ださい”という意味です。

機能や操作方法の説明以外で知っておいていただきたい、
知っておくと便利なことを説明しています。



安全・安心のために
～必ずお読みください～
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1-1. 安全なドライブのために
助手席リフトアップシートに
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車いす・手動車いす用
収納装置（Bタイプ）の
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助手席リフトアップシートについて

本書におけるウェルキャブ 助手席リフトアップシート車独自の操作は
すべて介助の方が行ってください。
この項目では、助手席リフトアップシートについて、必ず守っていただ
きたいことをまとめてあります。

警告

■操作および車いすを収納するときは

■操作する前に

不整地や傾斜地で操作しないでください。
車いす・助手席リフトアップシートからの
転落や、車いす収納時に車いすが傾いて体
や車両にあたるなど、思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

平坦な場所で操作

パーキングブレーキを確実にかける

シフトポジションをPにする

1

2

3

必ず助手席ドアを全開にしてください。
全開にしないと助手席リフトアップシート
操作時、助手席リフトアップシート乗車の
方の手足が助手席ドアと接触し、けがをす
るおそれがあります。
また、フットレストとドアトリムがあたり、
損傷するおそれがあります。
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安
全
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心
の
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1

警告

■チャイルドシートの装着禁止

■操作するときは

●正しい姿勢で乗車してください。（→P. 22）

●乗員の体が車両に接触しないように、十分な安全確認をしてください。
助手席リフトアップシートを回転・昇降させるときに、頭や手足をドア開口部
にあてるなど思わぬ事故につながるおそれがあります。

●フットレストの上で立ち上がらないでください。
フットレストが破損したり、フットレストから落ちてけがをするおそれがあり
ます。

助手席リフトアップシートにチャイルド
シートを装着しないでください。
装置の破損や、お子さまが重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。

ドア開口部と頭部の接触に注意する

インストルメントパネルに足をぶつけ
ないように注意する

ドア開口部と助手席リフトアップシー
トのすき間に挟まれないように注意す
る

インストルメントパネルと助手席リフ
トアップシートのすき間に挟まれない
ように注意する

ドアと足の接触に注意する

1

2

3

4

5

※イラストはアームレスト無
シート装着車です。
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警告

■操作するときは

■助手席リフトアップシートを車内に格納したときは

格納不良のままだと補機バッテリーあがりの原因にもなります。

助手席リフトアップシート作動時、助手席
リフトアップシートの下および周辺に手足
や荷物を入れないでください。
手足を挟まれけがをしたり、荷物やリフト
アップシートを損傷するおそれがありま
す。

助手席リフトアップシートが確実に格納さ
れているか確認してください。
確実に格納されていないと、助手席リフト
アップシートが不意に動いて思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

正常格納時：格納完了時、“ ピピッ” と
ブザーが鳴ります。

異常格納時：格納不良のまま助手席ドアを
閉めると “ ピーピー” とい
う断続音が鳴ります。

異常格納時は、ワイヤレスリモコンの電源
を入れ、シート上昇スイッチ（またはシー
ト昇降スイッチの上側）を押し続け、格納
を完了させてください。
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安
全
・
安
心
の
た
め
に

1

警告

■走行する前の安全確認

■強風時の助手席ドアについて

■助手席リフトアップシート乗員のシートベルトの着用

半ドア状態のまま走行しないでください。
半ドア状態のまま走行して、シート昇降ス
イッチにふれたり操作すると、助手席リフ
トアップシートが動き、重大な傷害を受け
るおそれがあり危険です。
走行する前に半ドア警告灯が消灯し、すべ
てのドアが確実に閉まっていることを確認
してください。

強風時、助手席ドアが閉まることがありま
す。助手席ドアが助手席リフトアップシー
トおよび乗員にあたり、けがをするおそれ
がありますので、注意してください。

走行前に必ずシートベルトを正しく着用し
てください。（→標準車取扱書『シートベル
ト』）

正しく着用しないと、急ブレーキをかけた
ときや衝突したときなどにシートベルトが
十分な効果を発揮せず、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

シートベルトを着用した状態ではスイッチ
を押しても助手席リフトアップシートは回
転・下降作動しません。

※イラストはアームレスト付
シート装着車です。
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警告

■SRSサイドエアバッグについて（アームレスト無シート装着車）

アームレスト無シート装着車には、SRS サイドエアバッグが装着されていま
す。
SRSサイドエアバッグの詳細については、標準車取扱書の『SRSエアバッグ』
をお読みください。

助手席リフトアップシートの装着部品は標準車の装着部品とは異なります。
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車いす・手動車いす用収納装置（Bタイプ）の固定について

車いす・手動車いす用収納装置の固定について、必ず守っていただきた
いことをまとめてあります。

警告

■車いす・手動車いす用収納装置の固定確認

確実に固定されているか確認してくださ
い。急ブレーキをかけたときや衝突したと
きなどに車いすが車室内にとび込んだり、
車いすや手動車いす用収納装置のアームが
動いて車両や車いすが損傷するなど、重大
な事故につながるおそれがあり危険です。

また、車いす固定ベルトにねじれがないこ
とも確認してください。
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補機バッテリーについて

■補機バッテリーの取り扱いについて

助手席リフトアップシート操作中に補機バッテリーを取りはずさないでくださ
い。
助手席リフトアップシートが作動しなくなります。

助手席リフトアップシート操作中に補機バッテリーの交換またははずしたとき
は、補機バッテリーの接続状態を確認し、リセット操作をしてください。
（→P. 81）

補機バッテリーについて、必ず守っていただきたいことをまとめてあり
ます。

知識
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助手席リフトアップシートの調整

前後位置調整
（シート前後スライドスイッチ）
リクライニング調整
（シートリクライニングスイッ
チ）

■作動条件について

助手席リフトアップシートが車内に正常格納されている状態以外では、前後位置
調整・リクライニング調整はできません。

■助手席リフトアップシートの前後スライド量について

回転開始位置から前方に80mm移動することができます。

■シートアレンジについて

助手席リフトアップシートはフラットシートにすることはできません。

1

2

知識
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警告

■リクライニング調整について

●助手席リフトアップシートの背もたれをうしろ側に倒すときは、助手席側セカ
ンドシートにあたらないことを確認しながら行ってください。
手を挟んでけがをしたり、ものを挟んで破損したり、助手席リフトアップシー
トの背もたれと助手席側セカンドシートがあたり、破損するおそれがありま
す。

注意

■故障・破損を防ぐために

●前後位置調整、リクライニング調整の作動が完了したらスイッチから指を離し
てください。
スイッチを押し続けると故障の原因になります。

●助手席側セカンドシートが折りたたまれた状態や背もたれが前に倒れた状態
（7人乗り車）で、助手席リフトアップシートの背もたれをうしろ側に倒さな
いでください。
助手席リフトアップシートと助手席側セカンドシートがあたり、破損するおそ
れがあります。

●走行中は背もたれは必要以上に倒さない
でください。
事故のときに体がシートベルトの下にも
ぐり、腹部などに強い圧迫を受けるなど生
命にかかわる重大な傷害を受けるおそれ
があり危険です。
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ヘッドレスト

上げる
下げる
下げるときは、解除ボタンを押しなが
ら操作します。

■ヘッドレストを取りはずすときは

■ヘッドレストを取り付けるときは

■ヘッドレストの高さについて

解除ボタン

1

2

知識

解除ボタンを押しながら取りはずします。

ヘッドレストを取り付け穴に合わせて、ロッ
ク位置まで押し下げてください。

さらに下げるときは、解除ボタンを押しな
がら操作してください。

必ずヘッドレストの中心が両耳のいちばん
上のあたりになるように調整してください。

解除ボタン

解除ボタン
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警告

■ヘッドレストについて

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

●ヘッドレストは、それぞれのシート専用のものを使用する

●ヘッドレストを正しい位置に調整する

●ヘッドレストを調整したあとは、ヘッドレストを押し下げて固定されているこ
とを確認する

●ヘッドレストをはずしたまま走行しない
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アームレスト（SRSサイドエアバッグ非装着車）

上げる
下げる

■シートベルトの着用について

アームレストを上げた状態にすると、シートベルトの着用が容易になります。

助手席リフトアップシートの回転および昇降操作は、アームレストを
いっぱいまで下げた状態で行います。

1

2

知識

警告

■シートベルトを着用するときは

シートベルトは腰部ベルトをアームレスト
の下に通して正しく着用してください。
アームレストにかかった状態で着用する
と、急ブレーキをかけたときや衝突したと
きなどにシートベルトが十分な効果を発揮
せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。
（→P. 11）
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フットレスト

上げる
下げる

助手席リフトアップシートの回転および昇降操作は、フットレストを
いっぱいまで下げた状態で行います。

1

2

警告

■フットレストを操作するときは

必ずフットレスト先端部を持って操作して
ください。
回転部近くを持つと指などを挟みけがをす
るおそれがあります。



22 2-1. 助手席リフトアップシート

正しい乗車姿勢

両ひざをそろえて助手席リフト
アップシートの内側に収まるよ
うに座る
アームレスト無シート装着車：
両腕を助手席リフトアップシー
トの内側に収まるようにする
アームレスト付シート装着車：
アームレストを下げ左腕をアー
ムレストの内側におき、右腕を助
手席リフトアップシートの内側
に収まるようにする
フットレストを下げ、両足をフッ
トレストにのせる
フットレストに足をのせることができ
ない場合は、足が助手席リフトアップ
シートとボデーのあいだで挟まれない
ように介助の方が支えてください。

次のように正しい姿勢で乗車してください。

※イラストはアームレスト付シート装
着車です。

1

2

3

警告

■乗車のときは

●助手席リフトアップシートに深く着座できない方、ひざや首が曲がらない方の
場合は、足や頭がボデーにあたり、座った状態での助手席リフトアップシート
の回転が困難になりますので、ご注意ください。

●フットレストの上で立ち上がらないでください。
フットレストが破損したり、フットレストから落ちてけがをするおそれがあり
ます。



23

2

2-1. 助手席リフトアップシート

助
手
席
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
シ
ー
ト

ワイヤレスリモコン

助手席リフトアップシートから約
1m

動作表示 LED
シート上昇スイッチ
シート下降スイッチ
電源スイッチ

ワイヤレスリモコンで助手席リフトアップシートの回転、および昇降操
作ができます。

作動可能範囲

各部の名称

1

2

3

4
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■作動条件について

●ワイヤレスリモコンは、周囲の状況により作動可能範囲がかわることがありま
す。

●周囲の電波状況により、シート下降スイッチまたはシート上昇スイッチを押し
ても助手席リフトアップシートが一時的に停止する場合や、作動しなくなるこ
とがあります。そのときは次のことを行ってください。

･ 立つ位置をかえて操作する
その際、スイッチは押し直してください。押し続けたまま立つ位置をかえて
も助手席リフトアップシートは作動しません。
･ シート昇降スイッチで操作する（→P. 37）

●助手席側ガラスに次の物を貼り付けると、受信機への電波がさえぎられて受信
感度が低下し、作動可能距離が短くなるおそれがあります。

･ 金属を含有するウインドウフィルム
･ その他の金属物（トヨタ純正品以外のアンテナなど）

■ワイヤレスリモコンについて

●ワイヤレスリモコンは電波法の認証に適合しています。必ず次のことをお守り
ください。

･ 電池交換時以外は、不用意に分解しないでください。分解、改造したものを
使用することは法律で禁止されています。
･ 必ず日本国内でご使用ください。

●ワイヤレスリモコンの送信機もしくは受信機のどちらかのみを交換したとき
は、IDコードを登録する必要があります。登録はトヨタ販売店にお申し付けく
ださい。

■電池について

●電池寿命は約1年間です（1回の操作時間を30秒、1日の操作回数を20回で計
算した場合）。ただし、電池寿命は実際の使用状況によってかわります。

●ワイヤレスリモコンを操作しても助手席リフトアップシートが作動しない場合
や、著しく作動可能距離が短くなった場合、または動作表示LEDが点灯しなく
なったり、点滅しなくなった場合は、電池の消耗が考えられます。電池を交換
してください。電池はお客様自身で交換できます。（→P. 78）

■航空機に乗るときは

航空機にワイヤレスリモコンを持ち込む場合は、航空機内でワイヤレスリモコン
のスイッチを押さないでください。また、かばんなどに保管する場合でも、簡単
にスイッチが押されないように保管してください。スイッチが押されると電波が
発信され、航空機の運行に支障をおよぼすおそれがあります。

知識
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警告

■電波がおよぼす影響について

医療用電気機器（以下を除く）を使用される場合は、電波による影響について
医療電気機器製造業者などに事前に確認してください。電波により医療用電気
機器の動作に影響を与えるおそれがあります。

●植込み型心臓ペースメーカー

●植込み型両心室ペーシングパルスジェネレータ

●植込み型除細動器

■ワイヤレスリモコンを使用するときは

安全に使用していただくため、次のことを必ずお守りください。

●乗員の体が見える位置で、助手席リフトアップシート乗車の方の頭・腕・足な
どがボデーと挟まれていないことを確認できる距離で操作する

●助手席リフトアップシートまたは助手席リフトアップシート乗車の方に手を
添えるなどして操作する

注意

■故障を防ぐために

●ワイヤレスリモコンは電子部品のため、次のことを必ずお守りください。

･ ダッシュボードの上など、直射日光のあたる場所および高温になるところ
に置かない
･ 分解しない
･ 落としたり、踏むなどの強い衝撃を与えない
･ 飲み物などをこぼしたり、水たまりなど、水中に落下させない
（防滴構造ですが、できるだけ水にぬらさないでください）

●ワイヤレスリモコンの清掃にシンナー、ガソリン、ベンジンなどの溶剤を使用
しないでください。
表面が変形するおそれがあります。清掃するときは、水またはぬるま湯を布な
どに含ませ、固くしぼってからふいてください。
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助手席リフトアップシートの操作をするときは

安全で平坦な場所にハイブリッ
ドシステムを作動状態のまま停
車し、パーキングブレーキをか
け、シフトポジションをPにする

助手席ドアを全開にする
助手席リフトアップシートの周囲および作動範囲内に、人や荷物がな
いことを確認する
助手席リフトアップシートのシートベルトをはずす

助手席リフトアップシートは、シートを回転・昇降させ、車内外へ出し
入れすることができます。
操作はすべて介助の方が行ってください。
格納後は助手席リフトアップシートを前後左右にゆすり、シートが確実
に格納されたことを確認してください。

助手席リフトアップシートを操作する前に

1

2

3

4
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助手席リフトアップシートを回転・昇降するときは、助手席リフトアッ
プシートを次の状態に調整する
ヘッドレストをいちばん下げ
た位置にする
アームレスト付シート装着車：
アームレストをいちばん下げ
た位置にする
フットレストをいちばん下げ
た位置にする

室内装備が次の状態になっていることを確認する
･ グローブボックスのフタが閉まっていること
･ コンソールボックスのフタが閉まっていること
･ コンソール部のカップホルダーが使用されていないこと
･ オーバーヘッドコンソールボックスのフタが閉まっていること
･ 助手席前カップホルダーが格納されていること
･ サンバイザーが格納されていること

5

※イラストはアームレスト付シート装
着車です。

1

2

3

6
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■ブザーについて

動作や状況に応じて次のようにブザーが鳴ります。

※ スイッチを押しているあいだ、鳴り続けます。

知識

ブザー 動作・状況

ピーッ ワイヤレスリモコンまたはシート昇降スイッチを押して
助手席リフトアップシートが作動するとき

ピピッ シート上昇スイッチを押して助手席リフトアップシート
が格納完了したとき

ピー･･･ ※

助手席ドアを閉めたままシート下降スイッチを押したと
き

助手席リフトアップシートでシートベルトを着用したま
まシート下降スイッチを押したとき

ピーピー･･･ 助手席リフトアップシートが完全に格納されていない状
態で、助手席ドアを閉めたとき

ピピピッ 助手席リフトアップシートが作動中、障害物にあたるなど
助手席リフトアップシートの作動がさまたげられたとき

警告

■チャイルドシートの装着禁止

→P. 9

■強風時の助手席ドアについて

→P. 11

警
告
時
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警告

■助手席リフトアップシートを操作する前に

●助手席リフトアップシートに深く着座できない方、ひざや首が曲がらない方の
場合は、足や頭がボデーにあたり、座った状態での助手席リフトアップシート
の回転が困難になりますのでご注意ください。

●助手席リフトアップシート作動時、頭上や手足に注意してください。頭をドア
開口部にあてたり、ひざや腕をインストルメントパネルやドア開口部にあて、
けがや思わぬ事故につながるおそれがあります。

●必ず平坦な場所でパーキングブレーキを確実にかけ、シフトポジションをPに
してください。（→P. 8）
車いすや助手席リフトアップシートから転落するなど思わぬ事故につながる
おそれがあります。

●必ず助手席側セカンドシートの同乗者の
安全を確認してください。
助手席リフトアップシートを操作すると
き、助手席リフトアップシートと車両のあ
いだに足を挟まれるなど、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

●必ず助手席ドアを全開にしてください。
全開にしないと助手席リフトアップシー
ト操作時、助手席リフトアップシート乗車
の方の手足が助手席ドアと接触し、けがを
するおそれがあります。
また、フットレストとドアトリムがあた
り、損傷するおそれがあります。

●助手席リフトアップシートのシートベル
トが確実にはずしてあることを確認して
ください。アームレスト付シート装着車に
お乗りの方は、シートベルトがアームレス
トに引っかかっていないことを確認して
ください。シートベルトがアームレストに
引っかかったまま助手席リフトアップ
シートを操作すると、シートベルトが体に
かかってけがをしたり、助手席リフトアッ
プシートが故障するおそれがあります。

※イラストはアームレスト付
シート装着車です。



30 2-2. 操作のしかた

警告

■助手席リフトアップシートを操作するときは

●助手席リフトアップシート作動時、助手席リフトアップシートの下および周辺
に手足や荷物を入れないでください。
手足を挟まれけがをしたり、荷物やリフトアップシートを損傷するおそれがあ
ります。（→P. 10）

●アームレスト付シート装着車にお乗りの方は、アームレストをいちばん下げた
位置で使用してください。（→P. 20）
正しく使用しないと乗車姿勢が不安定になったり転落のおそれがあります。
（→P. 22）

●フットレストの上で立ち上がらないでください。
フットレストが破損したり、フットレストから落ちてけがをするおそれがあり
危険です。

●グローブボックス、コンソールボックスのフタおよび助手席前カップホルダー
を閉めてください。
助手席リフトアップシート乗車の方の手足がフタにあたってけがをしたり、フ
タが破損するおそれがあります。

●オーバーヘッドコンソールボックスのフタを閉めてください。
助手席リフトアップシート乗車の方の頭がフタにあたってけがをしたり、フタ
が破損するおそれがあります。

●サンバイザーを格納してください。
サンバイザーに頭やヘッドレストをあてるなど思わぬ事故につながるおそれ
があります。

●アシストグリップを持って立ち上がったり、ぶら下がらないでください。アシ
ストグリップが破損し、転落するおそれがあり危険です。

●助手席リフトアップシート乗員の方の頭
上や手足に注意してください。
頭をドア開口部にあてたり、ひざや腕をイ
ンストルメントパネルやドア開口部にあ
て、けがや思わぬ事故につながるおそれが
あり危険です。（→P. 9）
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注意

■損傷などを防ぐために

●助手席リフトアップシートを操作する前に、可動部周辺に障害物がないことを
確認してください。

●必ずヘッドレストはいちばん下げた位置で使用してください。
ヘッドレストとピラーおよびインナーミラーがあたり、ヘッドレストやイン
ナーミラーを損傷するおそれがあります。

●アームレストは、いちばん下げた位置で使用してください。（→P. 20）
アームレストとインストルメントパネルがあたり、アームレストやインストル
メントパネルを損傷するおそれがあります。

●助手席リフトアップシートのリフト能力100kgをこえないようにしてくださ
い。
助手席リフトアップシートが故障するおそれがあります。

●グローブボックス、およびコンソールボックスのフタを閉じてください。
助手席リフトアップシートとフタがあたり、破損するおそれがあります。

●助手席前のカップホルダーを格納してください。
助手席リフトアップシートの背もたれとカップホルダーがあたり、破損するお
それがあります。

●コンソール部のカップホルダーが使用されていないことを確認してください。
助手席リフトアップシートとカップホルダーに置いたものがあたり損傷する
おそれがあります。

■補機バッテリーあがりを防ぐために

助手席リフトアップシートを操作するときは、ハイブリッドシステムを始動し
ておいてください。
ハイブリッドシステムを停止した状態で操作すると、補機バッテリーあがりの
原因となります。また、補機バッテリーの充電が不足しているときにハイブリッ
ドシステムを停止した状態で助手席リフトアップシートを操作すると、助手席
リフトアップシートが作動中に停止することがあります。
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助手席リフトアップシートを車外に出すときは

操作前に、次の状態を確認する
･ 助手席リフトアップシートに乗車している方が正しい乗車姿勢であること
（→P. 22）
･ 助手席リフトアップシートでシートベルトを着用していないこと
･ 助手席リフトアップシートおよび車両の状態（→P. 26）
･ 助手席側セカンドシート同乗者の安全（→P. 29）

ワイヤレスリモコンの電源ス
イッチを押し、動作表示 LED が
赤色点灯中（6秒以内）にシート
下降スイッチを押し続け、助手席
リフトアップシートを回転・下降
させる
シート昇降スイッチで操作することも
できます。（→ P. 37）

“ ピーッ” とブザーが鳴り、
回転開始位置まで助手席リフ
トアップシートが動きます。
動作表示LEDが緑色に点滅します。

助手席リフトアップシートが
回転しながら車両前方に移動
します。

1

動作表示
LED

電源スイッチ

シート
下降スイッチ

2

1

2
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助手席リフトアップシートが
車外へスライドし、下降しま
す。
いっぱいまで下降し、背もたれが起
き自動的に停止したらスイッチから
指を離します。

■作動条件について

次の場合はシート下降スイッチを押すと、“ ピー…” とブザーが鳴り、助手席
リフトアップシートは回転および下降しません。（→P. 28）

●助手席ドアが閉まっている

●助手席リフトアップシートでシートベルトを着用している

■ワイヤレスリモコンについて

●電源スイッチを押してから6秒以内にシート上昇スイッチまたはシート下降ス
イッチを押し続けないと、自動的に電源が切れます。（動作表示 LED消灯）シー
ト上昇スイッチまたはシート下降スイッチを操作すると、電源はスイッチから
指を離した時点より6秒延長します。

●シート上昇スイッチまたはシート下降スイッチを押し、“ピーッ”とブザーが
鳴ってから作動します。
断続的にスイッチを押しても助手席リフトアップシートは作動しません。

●助手席リフトアップシート作動中にシート上昇スイッチまたはシート下降ス
イッチから指を離すと、助手席リフトアップシートはその位置で停止します。

●複数のスイッチを同時に押すと、助手席リフトアップシートは作動しません。

■作動について

助手席リフトアップシートが作動中、障害物にあたるなど助手席リフトアップ
シートの作動がさまたげられると、“ ピピピッ” とブザーが鳴り、助手席リフ
トアップシートは少し反転して停止します（→ P. 28）。この場合、乗車の方の
手足などが車両にあたっていないことを確認し、障害物を取り除くなどしたあ
と、ワイヤレスリモコンの電源を入れ、シート上昇スイッチまたはシート下降ス
イッチを押すと正常な作動にもどります。

3

知識
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警告

■助手席リフトアップシートを操作する前に

→P. 29

■助手席リフトアップシートを操作するときは

→P. 30

注意

■故障や損傷を防ぐために

●断続的にシート下降スイッチまたはシート上昇スイッチを押さないでくださ
い。
故障の原因となりますので、スイッチは押し続けてください。

●スイッチの切りかえ操作をするときは、約 1 秒以上たってから行ってくださ
い。
瞬時に切りかえを行うと、助手席リフトアップシートが故障するおそれがあり
ます。

●助手席リフトアップシートを車外に出したまま放置しないでください。
特に炎天下・雨天・寒冷時などにおいて、カバー類の変形やモーターなどの凍
結、錆び付きなどのおそれがあります。



35

2

2-2. 操作のしかた

助
手
席
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
シ
ー
ト

助手席リフトアップシートを車内にもどすときは

操作前に、次の状態を確認する
･ 助手席リフトアップシートに乗車している方が正しい乗車姿勢であること
（→P. 22）
･ 助手席リフトアップシートおよび車両の状態（→P. 26）
･ 助手席側セカンドシート同乗者の安全（→P. 29）

ワイヤレスリモコンの電源ス
イッチを押し、動作表示 LED が
赤色点灯中（6秒以内）にシート
上昇スイッチを押し続け、助手席
リフトアップシートを上昇・回転
させる
シート昇降スイッチで操作することも
できます。（→ P. 37）

“ ピーッ” とブザーが鳴り、
助手席リフトアップシートが
上昇・車内へスライドします。
･ 動作表示 LED が緑色に点滅し
ます。
･ 助手席リフトアップシートは
上昇・車内へスライド中に車両
に接触しないように、背もたれ
が少し動きます。

助手席リフトアップシートが
車両後方に移動しながら回転
します。
いっぱいまで回転すると、自動的に
停止（完全に格納）し、“ピピッ”
とブザーが鳴ってから、スイッチか
ら指を離します。

必要に応じて助手席リフトアップシートの調整（→ P. 16 ～ 21）を
し、走行前に必ずシートベルトを着用する
正しくシートベルトを着用していることを介助の方が確認してください。

助手席ドアを閉める
ただちに走行しないときは、ハイブリッドシステムを停止してください。

1

動作表示
LED

電源スイッチ

シート
上昇スイッチ

2

1

2

3

4



36 2-2. 操作のしかた

■ワイヤレスリモコンについて

→P. 33

■作動について

→P. 33

■助手席リフトアップシートを車内に格納したときは

助手席リフトアップシートでシートベルトを着用したとき、または助手席ドアを
閉めたときにブザー（“ ピーピー” という断続音）が鳴った場合は、助手席リ
フトアップシートの格納が不完全です。（→P. 28）
助手席ドアを開け、シートベルトをはずした状態でワイヤレスリモコンの電源ス
イッチを押し、シート上昇スイッチを押し続け、助手席リフトアップシートが自
動的に停止し、“ ピピッ” とブザーが鳴ったことを確認し、シートベルトの着
用および助手席ドアを閉めてください。

知識

警告

■助手席リフトアップシートを操作する前に

→P. 29

■助手席リフトアップシートを操作するときは

→P. 30

■助手席リフトアップシートを車内に格納したときは

→P. 10

■走行する前の安全確認

→P. 11

注意

■故障を防ぐために

●断続的にシート上昇スイッチまたはシート下降スイッチを押さないでくださ
い。
故障の原因となりますので、スイッチは押し続けてください。

●スイッチの切りかえ操作をするときは、約 1 秒以上たってから行ってくださ
い。
瞬時に切りかえを行うと、助手席リフトアップシートが故障するおそれがあり
ます。
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2-2. 操作のしかた
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シート昇降スイッチでの操作

助手席ドアを全開にする
シート昇降スイッチの上側また
は下側を押し続ける
“ピーッ”とブザーが鳴り助手席リフ
トアップシートが作動します。

上昇・回転する
回転・下降する
･ スイッチを押しているあいだ、助
手席リフトアップシートが作動し
ます。
･ スイッチから指を離すと、助手席
リフトアップシートはその位置で
停止します。

助手席リフトアップシートが自動的に停止したらスイッチから指を離
す
助手席リフトアップシートを車内にもどすときは、自動的に停止（完全に格納）し
“ピピッ”とブザーが鳴ってから、スイッチから指を離します。

ワイヤレスリモコンの電池切れ、故障および紛失などにより使用できな
いときは、シート昇降スイッチを使用して助手席リフトアップシートの
回転および昇降操作を行います。
（助手席リフトアップシートの作動は、ワイヤレスリモコンで操作した場
合と同じです）

シート昇降スイッチによる操作のしかた

1

2

1

2

3
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■シート昇降スイッチについて

助手席リフトアップシートはシート昇降スイッチを押し、“ ピーッ” とブザー
が鳴ってから作動します。（→P. 28）

知識

注意

■故障を防ぐために

●断続的にシート昇降スイッチを押さないでください。
故障の原因となりますので、スイッチは押し続けてください。

●スイッチの切りかえ操作をするときは、約 1 秒以上たってから行ってくださ
い。
瞬時に切りかえを行うと、助手席リフトアップシートが故障するおそれがあり
ます。
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40 3-1. 準備

車いすの収納・固定前の準備

◆ Aタイプ：手動車いす用固定装置

→P. 40、43、47、70
ラゲージルーム内に収納した車いすをベルトで固定できます。

◆ Bタイプ：手動車いす用固定装置・手動車いす用収納装置（電動式）

→P. 40、50、62、70
･ 手動車いす用収納装置は30kgまで吊り上げることができ、車いすのラゲー
ジルーム内への出し入れを補助します。
･ ラゲージルーム内に収納した車いすをベルトで固定できます。

安全で平坦な場所に停車し、パー
キングブレーキをかけ、シフトポ
ジションをPにする
B タイプにお乗りの方は、ハイブリッ
ドシステムを作動状態にしておきま
す。

バックドアを全開にする
7 人乗り車はサードシートを格納
する（→標準車取扱書の『サード
シート』）
サードシートを格納するときは、前側
のデッキフックを格納側に動かしてか
ら行います。

AタイプとBタイプでは車いすの収納・固定方法が異なります。
お乗りのお車に該当するページをお読みください。

車いすを出し入れする前に

1

2

3
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■収納可能な車いすのサイズ

収納可能な車いすは次のサイズのものとなります。※1

※1 各数値は車いすを折りたたみ、サードシートを倒した状態で、セカンドシー
トのリクライニング機能を使用していない場合のものです。

※2 重量は手動車いす用収納装置での吊り上げが可能な重さです。

■バックドアについて

全開にしないと、車いす収納時、バックドアと車いすがあたり、車いすの収納が
困難になります。

■乗車人数について（7人乗り車）

車いすを収納・固定するとき、サードシートを格納状態にするため、乗車人数は
5名になります。

知識

全高 全長 折りたたみ幅 重量※2

810mm以下 1020mm以下 400mm以下 30kg以下

警告

■車いすを収納・固定するときは

必ず平坦な場所でパーキングブレーキを確実にかけ、シフトポジションをPに
してください。（→P. 8）
車いすが傾いて体や車体にあたるなど、思わぬ事故につながるおそれがあり危
険です。

■助手席側サードシートの背もたれを起こすときは

7 人乗り車は、助手席側サードシートの背
もたれを起こすとき注意してください。
シートバックストラップを引く際に、手動
車いす収納装置に手が近づくため手を挟
み、けがをするおそれがあります。（Bタイ
プのみ）



42 3-1. 準備

注意

■損傷を防ぐために

●車いすを収納する前にラゲージルーム内に荷物がないことを確認してくださ
い。
車いすの収納が困難になるばかりでなく、荷物や車いすを損傷するおそれがあ
ります。

●7人乗り車は、助手席側サードシートの背もたれを後方に倒しすぎないでくだ
さい。助手席側サードシートが手動車いす収納装置と干渉し、損傷するおそれ
があります。（Bタイプのみ）

■補機バッテリーあがりを防ぐために（Bタイプ）

手動車いす用収納装置の操作をするときは、ハイブリッドシステムを始動して
おいてください。
ハイブリッドシステムを停止した状態で操作すると、補機バッテリーあがりの
原因となります。
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3-2. 車いすの収納・固定 （Aタイプ）

収納のしかた（Aタイプ）

ガードマットのフックをラゲー
ジルーム内のデッキフックに
引っかける
･ ガードマットがバンパーを覆うよ
うにフックのベルトの長さを調整
します。
･ 車いす収納時、バンパーの傷付き
を防止します。

車いすを収納するときは次のように行ってください。

車いすをラゲージルーム内に入れるときは

ガードマット

デッキフック
フック

1



44 3-2. 車いすの収納・固定 （Aタイプ）

車いす固定ベルトをゆるめて、ラゲージルーム内中央に何も置かれて
いない状態にする
すべての車いす固定ベルトの
バックルのレバーを引き上げ、
車いす固定ベルトをゆるめる
車いす固定ベルトはラゲージ
ルームのすみによけておく

7人乗り車は、前側の車いす固定
ベルトをサードシート用のシー
トベルトの内側に取りまわす

車いすのブレーキを両輪ともか
け、車いすを折りたたんだ状態で
収納する
ラゲージルーム床面（7 人乗り車は格
納したサードシートの上）に、車いす
を寝かせた状態で収納します。

2

レバー

1

2

3

4
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車いす固定ベルトを使用して車いすを固定します。
ベルトのフックは次の場所を目安に引っかけてください。
左側のフック 2 本を車いすのフ
レームに引っかける
右側のフック 2 本を車いすの後
輪のハンドリムに引っかける
調整側ベルトを引っ張り、車いす
を確実に固定する（4本とも）

ガードマットをラゲージルーム内に収納する
ガードマットは、デッキフックに引っかけたまま収納するか、取りはずしてくださ
い。

バックドアを閉める
バックドアを閉めるときは、車いすを挟み込まないこと、および車いすの手押しハ
ンドルなどがバックドアにあたらないことを確認しながら、ゆっくりと閉めてくだ
さい。

車いすの固定のしかた

フック

車いす
固定ベルト

調整側ベルト

1

2

3

固定後、走行する前に

1

2



46 3-2. 車いすの収納・固定 （Aタイプ）

■車いす固定ベルトについて

車いすを収納するときは、車いす固定ベルトをラゲージルーム内中央に放置しな
いでください。車いす収納時、車いすの下敷きになり、車いす固定ベルトの操作
が困難になります。

■車いすについて

ハンドル、ステップが折りたためる車いすをお使いの場合、それらを折りたたむ
ことにより車いすの収納が容易になります。

知識

警告

■車いすを収納するときは

手などを挟んだり、車いすや車両に体があたらないように注意してください。

■車いすを固定したときは

固定後、車いすを前後左右にゆすり確実に固定されていることを確認してくだ
さい。急ブレーキをかけたときや衝突したときなどに車いすが車室内にとび込
み、重大な事故につながるおそれがあり危険です。

注意

■車いすを固定するときは

●固定後、車いすを前後左右にゆすり確実に固定されていることを確認してくだ
さい。
確実に固定されていないと、走行中、車いすがセカンドシートやバックドアな
どにあたり、車いすや車両を損傷するおそれがあります。

●車いす固定ベルトにねじれがないこと、鋭利な角部にあたっていないことを確
認してください。
車いす固定ベルトを正しくかけないと、車いす固定ベルトが切れるおそれがあ
ります。

●車いす固定後、セカンドシートを操作するときは、固定した車いすにあてない
ように注意してください。セカンドシートや車いすが損傷するおそれがありま
す。
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3-2. 車いすの収納・固定 （Aタイプ）

ラゲージルーム外への出しかた（A タイプ）

ガードマットのフックをラゲー
ジルーム内のデッキフックに
引っかける
･ ガードマットがバンパーを覆うよ
うにフックのベルトの長さを調整
します。
･ 車いすをラゲージルーム外に出す
ときに、バンパーの傷付きを防止
します。

車いす固定ベルトのバックルの
レバーを引き上げ、車いす固定ベ
ルトをゆるめる（4本とも）

車いすをラゲージルーム外に出すときは次のように行ってください。

車いすをラゲージルーム外に出すときは

ガードマット

デッキフック
フック

1

フック

車いす
固定ベルト

レバー

2



48 3-2. 車いすの収納・固定 （Aタイプ）

車いすを手で支えながら、車いす固定ベルトのフックを車いすから取
りはずす（4本とも）
車いすをラゲージルーム外に出す
車いす固定ベルトがラゲージルーム外に出ないように固定する
ガードマットをはずしたとき
は、デッキボードの上に置く
車両前側の車いす固定ベルト
のフックを（7人乗り車はサー
ドシート用シートベルトの外
側を通し）車両うしろ側のデッ
キフックに引っかける
車両うしろ側の車いす固定ベ
ルトのフックをそれぞれ引っ
かける
すべての調整側ベルトを引っ
張り、フックが走行中にはずれ
ないようにする

バックドアを閉める

3

4

5

調整側ベルト

ガードマット

1

2

3

4

6
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■車いすを収納・固定しないときは

●車いすを収納・固定しないときは、車いす固定ベルトをデッキボードやバック
ドアに挟んだりしないようにするため、それぞれのフックを引っかけてくださ
い。（→P. 48, 67）

●車いす固定ベルトを放置した状態だと、車いす固定ベルトをバックドアまたは
サードシート（7人乗り車）に挟み込むなどのおそれがあります。

知識

●7人乗り車は、前側の車いす固定ベルトを
必ずサードシート用のシートベルトの外
側に取りまわしてください。サードシート
用のシートベルトの内側を通すと、サード
シート用のシートベルトが使用できなく
なります。



50 3-3. 車いすの収納・固定 （Bタイプ）

収納のしかた（Bタイプ）

安全で平坦な場所にハイブリッドシステムを作動状態のまま停車し、
パーキングブレーキをかけ、シフトポジションをP の位置にする
（→P. 40）
車両後方に十分なスペースがあることを確認する
ガードマットのフックをラゲー
ジルーム内のデッキフックに
引っかける
･ ガードマットがバンパーを覆うよ
うにフックのベルトの長さを調整
します。
･ 車いす収納時、バンパーの傷付き
を防止します。

手動車いす用収納装置は 30kg までの車いすを吊り上げることができ、
車いすのラゲージルームへの出し入れを補助します。

車いすをラゲージルーム内に入れる前に

1

2

ガードマット

デッキフック
フック

3
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アームを回転させる
回転ロックハンドルを左にま
わし、アームの回転ロックを解
除する
回転ロックハンドルはまわし過ぎな
いようにしてください。（まわし過ぎ
ると回転ポストからはずれます）

アームをラゲージルーム外に
いっぱいまで回転させる

アームを起こす
アームを少し押し下げながら
アームロック解除レバーを押
さえてロックを解除する
アームを起こす
アームをいっぱいまで起こすと“カ
チン”と音がして自動的にロックさ
れます。

手動車いす用収納装置（電動式）のセットのしかた

アーム
回転ロック
ハンドル

1

1

2

アームロック
解除レバー
アームロック
解除レバー

2

1

2



52 3-3. 車いすの収納・固定 （Bタイプ）

車いす固定ベルトをゆるめて、ラ
ゲージルーム内中央に何も置か
れていない状態にする
すべての車いす固定ベルトの
バックルのレバーを引き上げ、
車いす固定ベルトをゆるめる
車いす固定ベルトはラゲージ
ルームのすみによけておく

7人乗り車は、前側の車いす固定
ベルトをサードシート用のシー
トベルトの内側に取りまわす

車いすをラゲージルーム内に収納・固定するときは

レバー

1

1

2

2
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操作スイッチを下に押し続け、車
いすに吊りベルトがかけられる
長さまで、吊りベルトを引き出す
･ 十分な長さまで吊りベルトを引き
出したら、スイッチから指を離し
てください。
･ 吊りベルトは引き出しすぎないで
ください。（→P. 58）

車いすを折りたたみ、車いすの前
輪を車両右側にして後輪のブ
レーキを両輪ともかける
･ 車いすのブレーキのかけ方、折り
たたみ方については、お使いの車
いすの取扱説明書をご覧くださ
い。
･ P. 41 の「収納可能な車いすのサ
イズ」を確認してください。

吊りベルトを車いすにセットす
る
車いすの前後のバランスがとりやすく
なるように、吊りベルトをアームレス
ト・車輪・ハンドリムなどに通し、吊
りベルトにフックを引っかけます。

操作スイッチを上に押し続け、吊
りベルトを巻き上げ、車いすを吊
り上げる
車いすに手を添えて吊り上げてくださ
い。

車いすの吊り上げ・収納のしかた

操作スイッチ

吊りベルト

1

2

3

操作スイッチ

4



54 3-3. 車いすの収納・固定 （Bタイプ）

車いすをアームごとラゲージ
ルーム内に回転・収納する
車いすの前輪側をラゲージ
ルーム内に入れ、アームをいっ
ぱいまで回転させる
車いすを左に回転させ、後輪側
をラゲージルーム内に入れる
車いすの向きは、吊り上げ前の状態
から反転して収納します。

車いすをラゲージルーム奥側の
床面（7 人乗り車は格納したサー
ドシートの上）に押し込む
車いすの車輪をラゲージルー
ム床面に降ろし、十分な長さま
で吊りベルトを引き出す
･ 操作スイッチを下に押して、吊り
ベルトを引き出してください。
･ 車いすに手を添えながら降ろして
ください。

車いすを押し込む
吊りベルトの長さが足りない場合
は、さらに操作スイッチを下に押し
て、吊りベルトを引き出してくださ
い。

5

1

2

6

1

2



553-3. 車いすの収納・固定 （Bタイプ）

3

手
動
車
い
す
用
固
定
装
置
・
収
納
装
置
（
電
動
式
）

車いすを手前に倒しながら、吊り
ベルトを引き出し、横置きに収納
する
･ 操作スイッチを下に押して、吊り
ベルトを引き出してください。
･ 車いすの車輪側がラゲージルーム
の奥になるように収納してくださ
い。
･ 車いすに手を添えながら手前に倒
してください。

吊りベルトを車いすからはずす
操作スイッチを上に押し続け、吊りベルトをいっぱいまで巻き上げる

車輪

7

8

9



56 3-3. 車いすの収納・固定 （Bタイプ）

車いす固定ベルトを使用して車いすを固定します。
ベルトのフックは次の場所を目安に引っかけてください。
左側のフック 2 本を車いすのフ
レームに引っかける
右側のフック 2 本を車いすの後
輪のハンドリムに引っかける
調整側ベルトを引っ張り、車いす
を確実に固定する（4本とも）

アームをたたむ
アームをラゲージルーム外に
いっぱいまで回転させる
アームを少し持ち上げながら
アームロック解除レバーを押
さえてロックを解除する
アームをたたむ
アームをいっぱいまでたたむと“カ
チン”と音がして自動的にロックさ
れます。

車いすの固定のしかた

フック

車いす
固定ベルト

調整側ベルト

1

2

3

手動車いす用収納装置（電動式）の格納のしかた

アーム

アームロック
解除レバー
アームロック
解除レバー
アームロック
解除レバー

1

1

2

3



573-3. 車いすの収納・固定 （Bタイプ）

3

手
動
車
い
す
用
固
定
装
置
・
収
納
装
置
（
電
動
式
）

アームを固定する
アームを▲マークが合う位置
まで回転させる
回転ロックハンドルを右にま
わし、アームの回転をロックさ
せる

ガードマットをラゲージルーム内に収納する
ガードマットは、デッキフックに引っかけたまま収納するか、取りはずしてくださ
い。

バックドアを閉める
･ バックドアを閉めるときは、車いすを挟み込まないことおよび手動車いす
用収納装置などがバックドアにあたらないことを確認しながら、ゆっくり
と閉めてください。
･ ただちに走行しないときはハイブリッドシステムを停止します。

アーム

回転ロック
ハンドル

▲マーク

2

1

2

固定後、走行する前に

1

2



58 3-3. 車いすの収納・固定 （Bタイプ）

■車いす固定ベルトについて

→P. 46

■車いすについて

→P. 46

■吊りベルトの引き出し目安について

■吊りベルトが引き出しにくいときは

操作スイッチを下に押したままフックを持って吊りベルトを下に引くと、ベルト
が容易に引き出せます。

知識

フックが地面に到達する直前まで吊りベル
トを引き出すと、吊りベルトを車いすにセッ
トする操作が容易になります。ただし、赤色
テープが出てきたら、それ以上操作スイッチ
を下に押し続けないでください。操作スイッ
チを下に押しても吊りベルトが巻き上がる
場合、P. 80 の「吊りベルトの出・入が逆
の作動をしたときは」の操作をしてくださ
い。

警告

■手動車いす用収納装置を使用するときは

●吊りベルトをアームレスト・車輪・ハンドリムなどにセットする位置は、でき
るだけ車いすの前後のバランスがとれる位置にしてください。
前後のバランスがとれていないと、吊り上げるとき、車いすの姿勢が不安定に
なり、車いすが体にあたるなど思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

●アームの起立・格納をするときは、可動部
付近に手をふれないでください。手を挟
み、けがをするおそれがあります。



593-3. 車いすの収納・固定 （Bタイプ）

3

手
動
車
い
す
用
固
定
装
置
・
収
納
装
置
（
電
動
式
）

警告

■車いすを収納するときは

●手などを挟んだり、車いすや車両に体があたらないように注意してください。

■車いすを固定したときは

→P. 46

●車いすに手を添えるとき、車いすのアーム
レスト部に指を挟まないように注意して
ください。

●アームとバックドア開口部で手を挟まな
いように注意してください。



60 3-3. 車いすの収納・固定 （Bタイプ）

注意

■手動車いす用収納装置を使用するときは

●アームの起立・格納をするときは、アームを持ちながらゆっくりと行ってくだ
さい。また、アームを起こしたときは、確実にロックしたことを確認してから
手を離してください。

●手動車いす用収納装置で車いす以外のものを吊り上げないでください。
吊り上げたものが落下して車両を損傷したり、手動車いす用収納装置が故障す
るおそれがあります。

●車いすを吊り上げる際、P. 41の「収納可能な車いすのサイズ」を確認してく
ださい。
手動車いす用収納装置の故障および車いすの収納・固定が困難になり、車両を
傷付けるおそれがあります。

●車いすを吊り上げる際、吊りベルトがふれる部位に吊りベルトが傷付くような
鋭利な突起物等がないことを確認してください。
吊りベルトが損傷するおそれがあります。

●手動車いす用収納装置を固定後、アームを前後左右にゆすり、確実に固定され
ていることを確認してください。
▲マークが合う位置で確実にアームを固定しないと、走行中、アームが動き、
車いすや車両などを損傷するおそれがあります。

●吊りベルトを車いすのアームレスト・車輪・ハンドリムなどにセットする位置
は、できるだけ車いすの前後のバランスのとれる位置にしてください。
前後のバランスがとれていないと、吊り上げるとき、車いすの姿勢が不安定に
なり、車いすや車両を傷付けるおそれがあります。

●吊りベルトをいっぱいまで巻き上げたら、それ以上操作スイッチを上に押し続
けないでください。
手動車いす用収納装置が故障するおそれがあります。



613-3. 車いすの収納・固定 （Bタイプ）

3

手
動
車
い
す
用
固
定
装
置
・
収
納
装
置
（
電
動
式
）

注意

■車いすを収納するときは

●車いすを収納する前に、必ずバックドアが全開になっていることを確認してく
ださい。
全開になっていないと、車いす収納時、バックドアとアームがあたり、損傷す
るおそれがあります。

●車いすを収納するときは、アームをラゲージルーム内に勢いよく回転させない
でください。
アームがバックドア内側にあたり、アームおよびバックドア内側を損傷するお
それがあります。

■車いすを固定するときは

→P. 46



62 3-3. 車いすの収納・固定 （Bタイプ）

ラゲージルーム外への出しかた（Bタイプ）

安全で平坦な場所にハイブリッドシステムを作動状態のまま停車し、
パーキングブレーキをかけ、シフトポジションをP の位置にする
（→P. 40）
車両後方に十分なスペースがあることを確認する
ガードマットのフックをラゲー
ジルーム内のデッキフックに
引っかける
･ ガードマットがバンパーを覆うよ
うにフックのベルトの長さを調整
します。
･ 車いすをラゲージルーム外に出す
ときに、バンパーの傷付きを防止
します。

車いすをラゲージルーム外に出すときは次のように行ってください。

車いすをラゲージルーム外に出す前に

1

2

ガードマット

デッキフック
フック

3



633-3. 車いすの収納・固定 （Bタイプ）

3

手
動
車
い
す
用
固
定
装
置
・
収
納
装
置
（
電
動
式
）

アームを回転させる
回転ロックハンドルを左にま
わし、アームの回転ロックを解
除する
回転ロックハンドルはまわし過ぎな
いようにしてください。（まわし過ぎ
ると回転ポストからはずれます）

アームをラゲージルーム外に
いっぱいまで回転させる

アームを起こす
アームを少し押し下げながら
アームロック解除レバーを押
さえてロックを解除する
アームを起こす
アームをいっぱいまで起こすと“カ
チン”と音がして自動的にロックさ
れます。

手動車いす用収納装置（電動式）のセットのしかた

アーム
回転ロック
ハンドル

1

1

2

アームロック
解除レバー
アームロック
解除レバー

2

1

2



64 3-3. 車いすの収納・固定 （Bタイプ）

車いす固定ベルトのバックルの
レバーを引き上げ、車いす固定ベ
ルトをゆるめる（4本とも）

車いすを手で支えながら、車いす固定ベルトのフックを車いすから取
りはずす（4本とも）

車いすの解除のしかた

フック

車いす
固定ベルト

レバー

1

2



653-3. 車いすの収納・固定 （Bタイプ）

3

手
動
車
い
す
用
固
定
装
置
・
収
納
装
置
（
電
動
式
）

アームをラゲージルーム内に
いっぱいまで回転させる

操作スイッチを下に押し続け、車
いすに吊りベルトがかけられる
長さまで、吊りベルトを引き出す
･ 十分な長さまで吊りベルトを引き
出したら、スイッチから指を離し
てください。
･ 吊りベルトは引き出しすぎないで
ください。（→P. 58）

吊りベルトを車いすにセットす
る
車いすの前後のバランスがとりやすく
なるように、吊りベルトをアームレス
ト・車輪・ハンドリムなどに通し、吊
りベルトにフックを引っかけます。

操作スイッチを上に押し続け、吊
りベルトを巻き上げ、車いすを吊
り上げる
車いすに手を添えて吊り上げてくださ
い。

車いすの吊り上げ・ラゲージルーム外への出しかた

アーム

1

吊りベルト

操作スイッチ2

3

吊りベルト

操作スイッチ4



66 3-3. 車いすの収納・固定 （Bタイプ）

車いすをアームごとラゲージ
ルーム外にいっぱいまで回転さ
せる

操作スイッチを下に押し続け、車
いすの車輪が地面に降りる長さ
まで吊りベルトを引き出す
･ 車いすに手を添えながら降ろして
ください。
･ 車いすの車輪が地面に降りたら、
スイッチから指を離してくださ
い。
･ 吊りベルトは引き出しすぎないで
ください。（→P. 58）

吊りベルトを車いすからはずす
操作スイッチを上に押し続け、吊
りベルトをいっぱいまで巻き上
げる

5

操作スイッチ

6

7

操作スイッチ

吊りベルト

8



673-3. 車いすの収納・固定 （Bタイプ）

3

手
動
車
い
す
用
固
定
装
置
・
収
納
装
置
（
電
動
式
）

車いす固定ベルトがラゲージルーム外に出ないように固定します。
ガードマットをはずしたときは、
デッキボードの上に置く
車両前側の車いす固定ベルトの
フックを（7 人乗り車はサード
シート用シートベルトの外側を
通し）車両うしろ側のデッキフッ
クに引っかける
車両うしろ側の車いす固定ベル
トのフックをそれぞれ引っかけ
る
すべての調整側ベルトを引っ張
り、フックが走行中にはずれない
ようにする

車いすをラゲージルーム内に収納・固定しないときは

調整側ベルト

ガードマット

1

2

3

4



68 3-3. 車いすの収納・固定 （Bタイプ）

アームをたたむ
アームを少し持ち上げながら
アームロック解除レバーを押
さえてロックを解除する
アームをたたむ
アームをいっぱいまでたたむと“カ
チン”と音がして自動的にロックさ
れます。

アームを固定する
アームを▲マークが合う位置
まで回転させる
回転ロックハンドルを右にま
わし、アームの回転をロックさ
せる

バックドアを閉める

手動車いす用収納装置（電動式）の格納のしかた

アーム

アームロック
解除レバー
アームロック
解除レバー
アームロック
解除レバー

1

1

2

アーム

回転ロック
ハンドル

▲マーク

2

1

2

3



693-3. 車いすの収納・固定 （Bタイプ）

3

手
動
車
い
す
用
固
定
装
置
・
収
納
装
置
（
電
動
式
）

■車いすを収納・固定しないときは

→P. 49

■吊りベルトが引き出しにくいときは

→P. 58

知識

警告

■手動車いす用収納装置を使用するときは

→P. 58

注意

■手動車いす用収納装置を使用するときは

→P. 60



70 3-4. ラゲージルーム内装備

デッキボードを開閉するときは

車いすがラゲージルーム内に収納・固定されているときは、車いすの
固定を解除し、車いすをラゲージルーム外に出す（→ P. 47, 62）
車いす固定ベルトをラゲージルームのすみによけておく
（→P. 44, 52）

アームを回転させる
手動車いす用収納装置のアー
ムをラゲージルーム外にいっ
ぱいまで回転させる
（→P. 51）
回転ポスト横のカバーをはず
す
面ファスナーをはがします。

回転ポストにあたらないように、デッキボードをはずす
取り付けるときは逆の手順で行います。

デッキアンダーボックスを使用するときやパンクしたときなど、デッキ
ボードを開閉するときは、次のように行ってください。
デッキボード、デッキアンダーボックスの取扱いについては、標準車取
扱書の『ラゲージルーム内装備』『パンクしたときは』を併せて参照し
てください。

デッキボードを取りはずす前に

デッキボードを取りはずすときは（B タイプ）

1

2

1

カバー

面ファスナー

アーム

1

2

2



713-4. ラゲージルーム内装備

3

手
動
車
い
す
用
固
定
装
置
・
収
納
装
置
（
電
動
式
）

回転ポスト横のカバーをはずし、ポ
ストにあたらないように、デッキア
ンダーボックスをはずす
面ファスナーをはがします。

取り付けるときは逆の手順で行います。

デッキアンダーボックスを取りはずすときは

切り欠き部

デッキ
アンダーボックス

面ファスナー

カバー

タイヤパンク応急
修理キット装着車

応急用タイヤ
装着車

面ファスナー

カバー

注意

■破損・損傷を防ぐために

デッキアンダーボックスの取り付け・取りはずしを行うときは、回転ポスト横
の切り欠き部を回転ポストにあてないよう注意してください。
切り欠き部が破損したり、回転ポストが損傷するおそれがあります。



72 3-4. ラゲージルーム内装備



万一の場合には

73

4

4-1. 故障かな？とお考えに
なる前に
ヒューズの交換........................  74
助手席リフトアップシートが
動かないときは.....................  77
ワイヤレスリモコンの
電池交換.................................  78
手動車いす用収納装置
（電動式）が動かない
ときは（B タイプ）.................80

4-2. 緊急時の対処法
助手席リフトアップシートが
車外に出た状態で
動かないときは.....................  81



74 4-1. 故障かな？とお考えになる前に

ヒューズの交換

● 助手席リフトアップシートのスイッチを操作しても、助手席リフト
アップシートが動かないとき

● 手動車いす用収納装置の操作スイッチを操作しても、吊りベルトの巻
き上げ・引き出しができないとき
ヒューズが切れたときは、必ず規定容量のヒューズと交換してください。

■ 助手席リフトアップシート左側下部
クリップ3本、スクリュー2本を取りはずし、カバーをはずします。

次のようなときは、ヒューズ切れが考えられます。

ヒューズ位置

アンペア数 使用装置

7.5 A、20 A 助手席リフトアップシート

クリップ

カバー

スクリュー

7.5A
20A



754-1. 故障かな？とお考えになる前に

4

万
一
の
場
合
に
は

■ 助手席足元ヒューズボックス
助手席足元ヒューズの点検・交換方法については、標準車取扱書の
『ヒューズの点検・交換』をお読みください。

■ 補機バッテリー部（B タイプ）
デッキボード、デッキサイド小物入れのフタ、デッキサイド小物入れ
をはずします。

ヒューズ名称 アンペア数 使用装置

P FR DOOR 25 A 助手席リフトアップシート

ヒューズ

アンペア数 使用装置

30 A 手動車いす用収納装置

デッキサイド
小物入れのフタ

デッキサイド
小物入れ

ヒューズ



76 4-1. 故障かな？とお考えになる前に

■ヒューズを交換したあとは

次の場合はトヨタ販売店で点検を受けてください。

●交換しても再びヒューズが切れるとき

●交換しても助手席リフトアップシートおよび手動車いす用収納装置が動かない
とき

知識

警告

■車の故障や火災を防ぐために

次のことをお守りください。
お守りいただかないと車の故障や火災、けがをするおそれがあります。

●規定容量以外のヒューズまたはヒューズ以外のものを使用しない

●必ずトヨタ純正ヒューズか同等品を使用する

●ヒューズやヒューズボックスを改造しない



77

4

万
一
の
場
合
に
は

4-1. 故障かな？とお考えになる前に

助手席リフトアップシートが動かないときは

作動条件をすべて満たしていることを確認してください。（→P. 33）

作動条件をすべて満たしていても作動しない場合は、ヒューズを点検・
交換してください。（→P. 74）

すみやかに点検を受けてください。
修理が完了するまで、絶対に助手席リフトアップシートを使用しないで
ください。
■ 車内に入った状態で動かない場合
そのままトヨタ販売店で点検を受けてください。

■ 車外に出た状態で動かない場合
リセット（→ P. 81）しても動かない場合は、トヨタ販売店または専
門業者に P. 86「スイッチを押しても助手席リフトアップシートが動
かないとき」の操作をご依頼ください。

■補機バッテリーの取り扱いについて

→P. 14

次の処置をしてください。

作動条件の確認

ヒューズの点検・交換

作動条件の確認およびヒューズの点検・交換をしても動かない場合

知識
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ワイヤレスリモコンの電池交換

● コインなど、電池フタの溝に挿し込めるもの
● リチウム電池CR2032

電池フタをはずす
コインなどを電池フタの溝に差し込
み、▲マークが合う位置までOPEN側
にまわし、電池フタをはずします。

電池を交換する
電池を取り出し、新しい電池の＋側を
上（電池フタ側）にして挿入します。
使用電池 ....... リチウム電池CR2032

電池フタをはめる
･ 電池フタと送信機の▲マーク
を合わせてはめます。
･ コインなどを電池フタの溝に
挿し込み、CLOSE 側にまわ
し、電池フタを締め込みます。

電池が消耗しているときは、新しい電池に交換して下さい。

用意するもの

電池交換のしかた

電池フタ
1

2

3
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作動確認をする
電源スイッチを押し、動作表示 LED が赤色点灯中（6秒以内）にシート下降スイッ
チまたはシート上昇スイッチを押して、動作表示 LED が緑色点滅することを確認
します。

■リチウム電池CR2032の入手

電池はトヨタ販売店、時計店、カメラ店などで購入できます。

知識

警告

■取りはずした部品や電池について

お子さまにさわらせないでください。
部品が小さいため、誤って飲み込むと、のどなどにつまらせ、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるおそれがあります。

注意

■交換後、正常に機能させるために

次のことをお守りください。

●電池交換時に部品を紛失しない

●電池フタを曲げたりしない

●電池以外の部品にふれたり、動かしたりしない

●電池の＋極と－極は必ず正しい向きにして挿入する

●電池挿入部の電極を曲げたり、ゴミや油などを付着させない

4
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手動車いす用収納装置（電動式）が動かないときは（B タ
イプ）

ヒューズを点検・交換してください。（→P. 74）

トヨタ販売店で点検を受けてください。

吊りベルトを引き出すとき、赤色テープが出てきたあとも、さらに操作
スイッチを下に押し続けると、その後、吊りベルトが逆転して巻き上が
り始めます。
赤色テープは吊りベルトの終端であることを示します。

操作スイッチを上に押し続けると、吊りベルトが引き出されます

■ 正常作動へのもどし方
操作スイッチを上に押し続け、一
度吊りベルトを出しきる
吊りベルトが巻き上がり始めたら、正
常な状態になります。
スイッチ操作方向と吊りベルトの動く
方向が同じになったら正常です

次の処置をしてください。

ヒューズの点検・交換

ヒューズの点検・交換をしても動かない場合

吊りベルトの出・入が逆の作動をしたときは

赤色テープ
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4-2. 緊急時の対処法

助手席リフトアップシートが車外に出た状態で動かないときは

助手席リフトアップシートに座っている乗員がいる場合は、乗員を安全
な場所に移動させてから作業を行ってください。

助手席リフトアップシートが動かなくなったときは、リセットを行って
ください。
操作前に、次の状態を確認する
･ 助手席ドアが全開になっていること
･ 助手席リフトアップシートのシートベルトが着用状態になっていないこと
･ 助手席側セカンドシートに乗員がいないこと
･ グローブボックスのフタが閉まっていること
･ サンバイザーが格納されていること

助手席リフトアップシートを次の状態に調整する
ヘッドレストを取りはずす（→ P. 18）
アームレスト付シート装着車：
アームレストをいちばん下げた状態にする（→P. 20）
フットレストをいちばん上げた位置にする（→P. 21）

万一、助手席リフトアップシートが回転または昇降途中で動かなくなっ
てしまったときは、助手席ドアを閉めることができません。
ヒューズを点検・交換（→ P. 74）または、リセットしても動かない場
合は、トヨタ販売店または専門業者にP. 86「スイッチを押しても助手
席リフトアップシートが動かないとき」の操作をご依頼ください。

助手席リフトアップシートをリセットする前に

リセットについて

1

2

1

2

3



82 4-2. 緊急時の対処法

助手席リフトアップシートが停
止しているときに、次のようにス
イッチを操作する
シート前後スライドスイッチ
とシート昇降スイッチを同時
に10秒間押し続ける
10 秒間押し続け（“ ピー” とブ
ザーが鳴ります）、ブザーが鳴りやん
だらスイッチから指を離します。

ブザーが鳴りやんでから10秒
以内にシート昇降スイッチお
よびシート前後スライドス
イッチを各 4回押す
･ 正しく押すと“ピッピー”と
ブザーが鳴ります。
･ 10 秒以内にスイッチを押し
終わらなかったり、正しくス
イッチを押さなかった場
合、“ピー”とブザーが鳴り
ます。 のスイッチ操作から
やり直してください。

シート前後
スライドスイッチ※2シート昇降

スイッチ※1

10 秒間
同時に押す

4回押す※1
4 回押す※2

3

1

2

1

※1 上側・下側どちらでも可
※2 前側・後側どちらでも可
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シート昇降スイッチの上側を押
し、助手席リフトアップシートを
上昇および車内にスライドさせ
る
･ 助手席リフトアップシートがグ
ローブボックスにあたらない位置
まで助手席リフトアップシートを
上昇および車内にスライドさせま
す。
･ スイッチを押してもシートが動
かないときは、トヨタ販売店また
は専門業者にP. 86「スイッチを
押しても助手席リフトアップシー
トが動かないとき」の操作をご依
頼ください。

※ 手順 ～手順 の一連の作動中にリセット解除条件が成立すれば、“
ピー” とリセット解除ブザーが鳴り、通常モードに復帰します。（通常作
動とは異なります）

左側のシート前後スライドス
イッチの前側を押し、助手席リフ
トアップシートを車内に回転さ
せる
助手席リフトアップシートが助手席ド
アやグローブボックスにあたらない位
置まで助手席リフトアップシートを回
転させます。

4

4 8

5
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左側のシート前後スライドス
イッチのうしろ側を押し、助手席
リフトアップシートを後方にス
ライドさせる
助手席リフトアップシートがドア開口
部にあたらない位置まで助手席リフト
アップシートをスライドさせます。

助手席ドアやドア開口部にあたらないように手順 ～手順 をくり
返し、上昇端リセット、外スライド原点リセット、回転原点リセット
および前後スライドの原点リセットをさせる
･ 原点リセットがされると“ピッ”とブザーが鳴ります。
･ 助手席リフトアップシートが後方にスライドしない場合は、シート昇降ス
イッチの下側を押してからシート前後スライドスイッチのうしろ側を押
し、助手席リフトアップシートを前方にスライドさせてから、手順 の操
作をしてください。

6

7 5 6

8
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左側のシートリクライニングス
イッチを押し、リクライニング原
点リセットをさせる
シートリクライニングスイッ
チのうしろ側を押して背もた
れがうしろ側へ倒れ始め、自動
的に停止するまでスイッチを
押し続けます。
自動的に停止したあと、またはス
イッチを押しても背もたれが動かな
い場合は の操作をします。

シートリクライニングスイッ
チの前側を押して背もたれが
前側へ起き始め、“ピー”と
ブザーが鳴るまでスイッチを
押し続けます。

各スイッチ操作を行い、助手席リフトアップシートが通常作動するこ
とを確認する
スイッチを押しても助手席リフトアップシートが動かない、または通常作動にも
どっていないときは、そのままトヨタ販売店で点検を受けてください。

8

1

2

2

9
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ヒューズの点検・交換（→ P. 74）または、リセットしても動かない場
合は、トヨタ販売店または専門業者に下記の操作をご依頼ください。
下記の操作は、緊急時の対処法です。
操作を行ったあとは、助手席リフトアップシートが完全に固定された状
態ではありません。シートのまわりに人やものがないことを確認して、す
みやかにトヨタ販売店で点検を受けてください。
■ 使用工具について
助手席リフトアップシートを手
動で車内にもどすときは、次の工
具を使用します。

■ 助手席リフトアップシートを手動で格納させるときは
操作前に次の状態を確認する
･ 助手席ドアが全開になっていること
･ 助手席リフトアップシートのシートベルトが着用状態になっていないこ
と
･ 助手席側セカンドシートに乗員がいないこと
･ グローブボックスのフタが閉まっていること
･ サンバイザーが格納されていること

助手席リストアップシートを次の状態にする
･ ヘッドレストを取りはずす（→P. 18）
･ アームレスト付シート装着車：
アームレストをいちばん下げた状態にする（→P. 20）
･ フットレストをいちばん上げた位置にする（→P. 21）

スイッチを押しても助手席リフトアップシートが動かないとき

ラチェット
プライヤー

ソケットレンチ（12、14mm）

エクステンションバー

スパナ
（12×14）

1

2
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クリップ4 本を取りはずし、助
手席リフトアップシートのユ
ニットカバーを取りはずす
「A」のクリップは、頭部の中心を押
してから手前に引くとはずれます。

クリップ3本を取りはずし、ユ
ニット後部カバーをはずす

昇降モーターブラケットのボ
ルト（12mm）3本をはずす
スパナまたはソケットレンチ、エク
ステンションバー、ラチェットを使
用してください。

Aユニットカバー3

ユニット後部
カバー

4

ブラケット

ボルト

ボルト 昇降モーター

5



88 4-2. 緊急時の対処法

コネクター 2 カ所およびクラ
ンプをはずし、昇降モーターを
ずらす
昇降モーターをずらすと昇降送りネ
ジが現れます。

プライヤーまたはスパナを使
用して昇降送りネジ（14mm）
を右にまわし、助手席リフト
アップシートを上昇させる
･ ロックレバーが起き上がる直
前まで助手席リフトアップ
シートを上昇させます。
･ 昇降送りネジを左にまわすと
助手席リフトアップシートが
下降します。

コネクター

クランプ

6

ロックレバー

昇降送りネジ

7
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外スライドモーターをずらし、
ギヤのかみ合いをはずす
スパナまたはソケットレンチ、エク
ステンションバー、ラチェットを使
用して助手席リフトアップシート下
部のボルト（12mm）2 本をゆるめ
ます。

回転モーターをずらし、ギヤの
かみ合いをはずす
スパナまたはソケットレンチ、エク
ステンションバー、ラチェットを使
用して回転モーターのボルト
（12mm）2本をゆるめます。

外スライドモーター

ボルト

8

ボルト

9
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助手席リフトアップシートを
車外から押し、車内にスライ
ド・回転させる
助手席リフトアップシートが助手席
ドアやグローブボックスにあたらな
いことを確認しながら、車内にいっ
ぱいまでスライドさせます。

P. 88 の手順 の方法で、助手席リフトアップシートをいっぱいま
で上昇させる
昇降送りネジがまわらなくなるまで右にまわします。

助手席リフトアップシートがいっぱいまで上昇した状態でロックされます。

クリップ2本を取りはずし、ユ
ニット前部カバーを取りはず
す

10

11 7

12
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前後スライドモーターを抜き
取る
ナット・ワッシャーを取り
はずす
ユニット前部のボルト A をプラ
イヤーで押さえながら、ナット・
ワッシャーを取りはずします。

ブラケットのボルト B
（14mm）を取りはずす
スパナまたはソケットレンチ、エ
クステンションバー、ラチェット
を使用してください。

コネクター2 カ所をはず
し、前後スライドモーター
を抜き取る
前後スライドモーターを抜き取
ると前後スライド送りネジが現
れます。

ボルトA

ボルト B
ナット・
ワッシャー

ブラケットブラケットコネクター

前後スライド
モーター

13

1

2

3
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プライヤーを使用して前後ス
ライド送りネジを左にまわし、
助手席リフトアップシートを
後方にスライドさせる
･ 助手席リフトアップシートが
ドア開口部にあたらない位置
まで助手席リフトアップシー
トを後方にスライドさせます。
･ 前後スライド送りネジを右に
まわすと助手席リフトアップ
シートが前方にスライドしま
す。

手順 と手順 をくり返し、助手席リフトアップシートを車内に
格納させる
ストッパーを押してロックを
解除し、助手席リフトアップ
シートを車内に回転させ、完全
に車内に格納する
助手席リフトアップシートがいっぱ
いまで回転した状態でロックされま
す。

助手席ドアを閉める
助手席リフトアップシートが通常の格納完了位置ではない場合には、助手席ド
アを閉めるとブザーが鳴ります。

前後スライド送りネジ

14

15 10 14

16

17
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■リセット操作時、助手席リフトアップシートを車外に回転させるときは

P. 83 の手順 において、シート昇降スイッチの下側を押してから、シート前
後スライドスイッチの前側を押し続けると、助手席リフトアップシートが車外に
回転します。（スイッチを押す順序が逆の場合、および同時に押すと、助手席リ
フトアップシートが停止し、ブザーが鳴ります）

■リセット操作時、助手席リフトアップシートを前方にスライドさせるときは

P. 84 の手順 において、シート昇降スイッチの下側を押してから、シート前
後スライドスイッチのうしろ側を押し続けると、助手席リフトアップシートが前
方にスライドします。（スイッチを押す順序が逆の場合、および同時に押すと、助
手席リフトアップシートが停止し、ブザーが鳴ります）

■ブザーについて

●上記「リセット操作時、助手席リフトアップシートを車外に回転させるときは」
および「リセット操作時、助手席リフトアップシートを前方にスライドさせる
ときは」以外の複数のスイッチを押すと、助手席リフトアップシートが停止し、
ブザーが鳴ります。（→ P. 28）

●助手席リフトアップシートを車内に格納する途中、助手席ドアを閉めると断続
的にブザーが鳴ります。（→P. 28）

■紛失を防ぐために

取りはずした部品は袋に入れるなどして、紛失しないようにしてください。

知識

5

6
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警告

■修理が完了するまでは

助手席リフトアップシートに座らないでください。

■助手席リフトアップシートを手動で格納するときは

●工具を使用したあとは、所定の場所に確実に格納してください。
車室内などに放置すると、急ブレーキをかけたときや衝突したときなどに、工
具が飛んできて乗員にあたるなど、重大な傷害を受けるおそれがあり危険で
す。

注意

■損傷・破損を防ぐために

P. 81 の「リセットについて」およびP. 86の「スイッチを押しても助手席リ
フトアップシートが動かないとき」の操作をするときは、次のことを必ずお守
りください。

●助手席リフトアップシートのヘッドレストを取りはずしてください。
ヘッドレストを取り付けたまま助手席リフトアップシートを上昇および車内
にスライドさせると、ヘッドレストがドア開口部とあたり、損傷するおそれが
あります。

●グローブボックス、コンソールボックスのフタを閉めてください。
助手席リフトアップシートとフタがあたり、破損するおそれがあります。

●コンソール部のカップホルダーが使用されていないことを確認してください。
助手席リフトアップシートとカップホルダーに置いたものがあたり損傷する
おそれがあります。

●助手席前のカップホルダーを格納してください。
助手席リフトアップシートの背もたれとカップホルダーがあたり、破損するお
それがあります。

●助手席リフトアップシート格納スペース
に手や足を入れないでください。
助手席リフトアップシート可動部などで
手や足などを挟み、けがをするおそれがあ
ります。
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定期点検整備

※ 空欄については点検および交換の必要はありません。

故障を減らして長く大切に使うために、定期点検整備をお願いします。
点検結果を記録する際には、巻末の記録簿を A4 サイズにコピーして使
用してください。

点検整備項目

点検時期

備考

自家用車

シートリクライニングスイッチ

リクライニング作動時の
引っかかり・異音 ○ ○

シート前後スライドスイッチ

スライド作動時の引っかか
り・異音 ○ ○

シート昇降スイッチ

昇降作動時の引っかかり・異
音 ○ ○

収納状態、下降状態のガタ ○ 著しいガタがないこ
と

作動時の引っかかり・異音・ベ
ルトの巻き取り方向 ○ 操作時の接触不良が

ないこと

収納装置取付部のゆるみ・ガ
タ・損傷 ○ 著しいガタがないこ

と

吊りベルトの傷・ほつれ ○ ほつれが始まったら
交換

ベルトの傷・ほつれ ○ ほつれが始まったら
交換

交
換
時
期
年

（

（

日
常
点
検

12
か
月
ご
と

24
か
月
ご
と

助
手
席
リ
フ
ト

　
ア
ッ
プ
シ
｜
ト

手
動
車
い
す
用

　
収
納
装
置

車
い
す
固
定

ベ
ル
ト



さくいん

97

こんなときは
（症状別さくいん）..............................98
車から音が鳴ったときは
（音さくいん）..................................100
五十音順さくいん.............................102



98 こんなときは（症状別さくいん）

こんなときは（症状別さくいん）

●「車から音が鳴ったときは（音さくいん）」（→P. 100）をご確認くだ
さい。

● 助手席リフトアップシートでシートベルトを着用していませんか？
（→P. 26, 33）

● 助手席ドアは開いていますか？（→P. 26, 33）

● 助手席リフトアップシート作動中、障害物にあたっていませんか？
（→P. 33）

● 助手席リフトアップシートは車内に完全格納されていますか？
（→P. 16, 35）

お困りの際は、トヨタ販売店にご連絡いただく前にまず次のことを確認
してください。

故障かな？と思ったら

ブザーが鳴りだした

助手席リフトアップシートについて

助手席リフトアップシートの回転・昇降操作ができない

助手席リフトアップシートが少し反転して停止した

助手席リフトアップシートの前後位置・リクライニング調整ができ
ない
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● 断続的にスイッチを押していませんか？（→P. 34, 36, 38）
● ヒューズが切れていませんか？（→P. 74）
● 助手席リフトアップシート操作中に補機バッテリーをはずしていませ
んか？（→P. 14）
助手席リフトアップシート操作中に補機バッテリーをはずしたとき
は、リセット操作が必要になります。（→P. 81）

● 車両から離れすぎていませんか？（→P. 23）
● 周囲の電波状況により、助手席リフトアップシートが作動しなくなる
ことがあります。（→P. 24）

● 電源スイッチを押してから6秒以内（動作表示LEDが赤色点灯中）に、
シート下降スイッチまたはシート上昇スイッチを押していますか？
（→P. 32, 35）

● 電池を交換してください。（→P. 78）

● ヒューズが切れていませんか？（→P. 74）

● 吊りベルトを引き出しすぎていませんか？（→ P. 80）

助手席リフトアップシートが動かない、または作動中に停止した

助手席リフトアップシートが動かない（ワイヤレスリモコンで操作
している場合）

ワイヤレスリモコンの作動可能距離が著しく短くなったり、動作表
示 LED が点灯・点滅しなくなった

手動車いす用収納装置（電動式）について（Bタイプ）

手動車いす用収納装置（電動式）が動かない

吊りベルトの出・入が逆の動きをした
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車から音が鳴ったときは（音さくいん）

次の状況のとき、車の状態や誤操作などをお知らせするためにブザーが
鳴ります。

助手席リフトアップシート操作時

状況 原因 詳細

ワイヤレスリモコンま
たはシート昇降スイッ
チを押したとき

助手席リフトアップシート作動開始

P. 28
P. 32
P. 35
P. 37

助手席リフトアップシートが車外に下降
完了

P. 28
P. 33

助手席リフトアップシートが車内に格納
完了

P. 28
P. 35

ワイヤレスリモコンま
たはシート昇降スイッ
チを押しても助手席リ
フトアップシートが動
かないとき

助手席ドアを閉めたままシート下降ス
イッチを押している

P. 28
P. 33

助手席リフトアップシートでシートベル
トを着用したままシート下降スイッチを
押している

P. 28
P. 33

助手席リフトアップ
シートが少し反転して
停止したとき

助手席リフトアップシートが作動中、障害
物にあたるなど助手席リフトアップシー
トの作動がさまたげられた

P. 28
P. 36
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助手席ドア開閉時

状況 原因 詳細

助手席ドアを閉めたと
き

助手席リフトアップシートの格納が不完
全

P. 28
P. 36

シートベルト着用時

状況 原因 詳細

助手席リフトアップ
シートでシートベルト
を着用したとき

助手席リフトアップシートの格納が不完
全

P. 28
P. 36
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五十音順さくいん

アームレスト ................................... 20
安全ドライブのために
車いす・手動車いす用
収納装置（Bタイプ）の
固定について ........................... 13
助手席リフトアップシートに
ついて..........................................8
補機バッテリーについて........... 14

ガードマット ...........43, 47, 50, 62

緊急時の対処法
助手席リフトアップシートが
車外に出た状態で
動かないときは ....................... 81

車いす
解除のしかた......................47, 64
固定のしかた......................45, 56
収納可能なサイズ ...................... 41
収納・固定前の準備 .................. 40
収納のしかた......................43, 50
ラゲージルーム外に
出すときは.......................47, 62
ラゲージルーム内に収納・
固定しないときは............48, 67
ラゲージルーム内に収納・
固定するときは ...............44, 52

車いす固定ベルト....44, 45, 52, 56

故障かな？とお考えになる前に
手動車いす用収納装置
（電動式）が動かない
ときは（Bタイプ）..................80
助手席リフトアップシート
が動かないときは....................77
ヒューズの交換...........................74
ワイヤレスリモコンの
電池交換 ...................................78

シート昇降スイッチ ........................37
シート前後スライドスイッチ.........16
シートリクライニングスイッチ.....16
収納可能な車いすのサイズ.............41
手動車いす用固定装置
ガードマット ..... 43, 47, 50, 62
解除のしかた ......................47, 64
車いす固定
ベルト .............. 44, 47, 52, 64
固定後、走行する前に.......45, 57
固定のしかた ......................45, 56
収納・固定前の準備...................40

手動車いす用収納装置（電動式）
アーム..................................51, 63
アームロック解除レバー...51, 63
動かないときは...........................80
回転ロックハンドル...........51, 63
格納のしかた ......................56, 68
車いすの吊り上げ...............53, 65
収納のしかた ..............................50
セットのしかた...................51, 63

あ

か

き

く

こ

し
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操作スイッチ......................53, 65
吊りベルト..........................53, 65
吊りベルトの出・入が
逆の作動をしたときは............ 80
ラゲージルーム外に
出すときは............................... 62

使用工具について............................ 86
助手席リフトアップシート
アームレスト.............................. 20
動かないときは.......................... 81
シート昇降スイッチでの
操作........................................... 37
シート前後スライド
スイッチ................................... 16
シートリクライニング
スイッチ................................... 16
車外に出すときは ...................... 32
車内にもどすときは .................. 35
手動で車内に
格納させるときは.................... 86
操作をするときは ...................... 26
正しい乗車姿勢.......................... 22
フットレスト.............................. 21
ヘッドレスト.............................. 18
リセットについて ...................... 81

スイッチを押しても
助手席リフトアップシートが
動かないとき................................. 86

正しい乗車姿勢................................22

定期点検整備記録簿 ......................巻末
デッキボードの開閉
（B タイプ）.....................................70
点検・整備項目
定期点検整備 ..............................96

ヒューズ
助手席足元ヒューズボックス ...75
助手席リフトアップシート
左側下部 ...................................74
補機バッテリー部
（B タイプ）...............................75

ブザー................................................28
フットレスト....................................21

ヘッドレスト....................................18

補機バッテリーの
取り扱いについて..........................14

す

た

て

ひ

ふ

へ

ほ
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万一の場合には
故障かな？と
お考えになる前に.................... 74

ラゲージルーム内装備
デッキボードを開閉するときは
（B タイプ）............................... 70

リセットについて............................ 81

ワイヤレスリモコン
各部の名称.................................. 23
作動可能範囲.............................. 23
電池交換...................................... 78

ま

ら

り

わ
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